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モンゴル語族諸言語における語頭子音の軟遷化

　The　Weakening　of　the　lnitial　Strong　Consonants　in

　Mongolian　languages
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Huhbator．　B．　T．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フフバートル

。．

1．孤立諸言語における語頭子音の軟音化

　1．1　第二音節の頭の軟音による同化

　　1．1．1　第二音節の頭の「一次的二言」による同化

　　1．1．2　第二音節の頭の「二次的軟音」による同化

　1．2　第二音節の頭の硬音による異化

2．モンゴル語方言における語頭子音の二言化

　2．1　　複音言言吾

　2．2　単音節語

　2．3　語頭音s～6の交替形

3．モンゴル語族諸言語における語頭子音軟音化の史的発展

。．

　モンゴル語族諸言語の中で，語頭子音の軟音化が認められるのは，中国甘粛

省，青海省のドゥンシャン（東郷）語，バオアン（保安）語，モングォル（土

族）語，シラ・ユグル（東部裕固）語の孤立4言語（以下「孤立諸言語」とす

る）とモンゴル語の一部の方言（以下「モンゴル語方言」とする）である。

　モンゴル語方言については，その分布範囲を，中国領内のモンゴル語に関し

ては「北緯46Qより南，東経107Qから119。までの範囲における口語（1）」と見てい

るが，具体的には，チャハル方言をはじめ，シリンゴル方言，オルドス方言な

ど広い範囲にわたって観察される。モンゴル人民共和国のモンゴル語方言にお
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いては，ダリガンが方言，東部ハルハ方言（ドロンドアイマグ中部，スヘバー

トルマイマグ），中部ハルハ方言（アルハンガイアイマグ，ウブルハンガイアイ

マグ，バヤンホンゴルアイマグ）及びゴビハルハ（ドロノゴビアイマグ，ドン

ドゴビアイマグ，ウムネゴビアイマグ）にこの現象が見られるという報告があ

る②。

　モンゴル語族諸言語の語頭子音の軟音化は，孤立諸言語では，主として第二

音節の頭音が軟音である場合に起きているが，第二音節の頭音が硬音の場合も

起きていることがある。しかし，モンゴル語方言においては，第二音節の頭の

軟音による語頭子音の軟音化は見られず，第二音節の頭音が硬音の場合は一定

の条件において，語頭の硬音が規則的に軟音化していることが目立つ。したが

って，モンゴル語族諸言語の語頭子音の軟七化は，基本的に，語の第二音節の

頭の歯音による同化か，または語の第二音節の頭の無音による異化作用である。

それゆえ，モンゴル語族諸言語の語頭子音の軟音化は，複音節語に現れるのが

普通である。特に，孤立諸言語はそうである。

　モンゴル語族諸言語の語頭子音の軟真帆を妨げる要素としては，一般に第二

音節の頭音に先行する鼻音及び二重母音，長母音がある。しかし，孤立諸言語

では，言語により，また，音変化のパタンによりそうした制限を受けないこと

がある。

　本稿では，こうした事情を背景にしてモンゴル語族の孤立諸言語及びモンゴ

ル語諸方言の資料を分析することにより，モンゴル語族の語頭子音の軟臭化に

関係あると思われる音変化にいくつかのパタンがあることに注目し，それをも

とにモンゴル語族語頭子音の軟音画における史的発展を考えてみることにした

い。これに関しては，その他の発展の問題には立ち入らず，語頭子音の軟音化

の発展に観察されるすじにのみ従い，私見を論ずることにする。

1．孤立諸言語における語頭子音の軟音化

　ここでは，孤立諸言語の資料として主に内モンゴル大学のモンゴル語研究所

による中国国内のモンゴル語族諸言語，諸方言の調査報告資料（1980年置を使

用したが，ドゥンシャン語とシラ・ユグル語は便利上栗林均1986年，1987年も

参照し，補充的資料として『中国少数民族語言簡志叢書』の中から当該言語の

『簡志』を利用した。資料については「参考文献」を参照されたい。
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　1．1　第二音節の頭の軟音による同化

　孤立諸言語における語頭子音の軟音化には，言語により，ある条件で第二音

節の頭の硬音が作用する場合がある。それを除けば，そのほとんどが第二音節

の頭の軟音による同化であり，それが古い軟音であるのが普通である。しかし，

音変化による結果と判断される軟音も観察される。ここでは前者をL次的軟

音」，後者を「二次的軟音」と言うことにする。

　1．1．1　第二音節の頭の「一次的軟音」による同化

　これは，語頭の破裂音’kにしか見られないが，語頭の象kに第二音節の頭の’d

と’」が続く場合，諸言語では規則的に語頭子音の軟音化が起きている。しかし，

それに一S9一とその他の軟音がくる場合，語頭子音の軟音化が認められるのは，

ドゥンシャン語とバオアン語だけである。

O　“d一

モンゴル文語

qada一
　打ちつける

qadarn
　磯の胸）実家

qadu一
　刈る

k6del一
　動く

ドウンシヤン語

Gada一

Gadub

Gadu一

バオアン語　モング＊ル語　　シラ・ユグル語

Gada一　Gada一　Gada一

Gadom

Gada一

Gadem

Gade一

Gadam

Gado一

godaielu一　gudel一　Gudole一　gttdel一

　一方，次の例では，

化が起きていない。

ドゥンシャン語とシラ・ユグル語にしか語頭子音の二二

ked自（n）
いくつ

k廿ndU
重い

giedub

gundu

kudeb

kunte

keds keden

kundun　kubte
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　次の単語はドゥンシャン語でも語頭子音の鼻音化が起きていない。

　　　モンゴル文語　　　　ドゥンシャン語

　　　k6dUsU　（n）．　fudtiesub
　　　　酬き）羊皮

　この単語は，ドゥンシャン語に語頭子音の軟音化が起きていた当時はもう語

頭子音が＊kではなかった公算が大きい。

　この外，シラ・ユグル語にも語頭子音の軟音化が起きていない例が見られる。

　　　モンゴル文語　　シラ・ユグル語

　　　qada7　qadaG
　　　　ハダク（布）

　　　qandu一　xanda一
　　　　面する

　シラ・ユグル語では，語頭の’kがqで保たれているのは，第二音節の頭音が

硬音の場合のみである。第二音節の頭音が軟音で，それによる語頭子音の軟音

化が起らない場合には，後者の例のように語頭の‘kはxになる。したがって，

qadaGは仏教の伝来に伴い，後に借用されたことは明らかであろう。xanda一

については，第二音節の頭の母音に先行する一すなわち，語頭音節の末尾の

一鼻音hが語頭子音の心音化の障碍になったものだと考える。

＠　一＃jr一

モンゴル文語

qaJa一
　咬む
k　i　］’　a　7　a　r

　境

kUji
　香

k丘rje
　シャベル
k廿」廿9｛i（n）

　頸

ドゥンシャン語

Gadta一

GtU　d毛　a

Gudそeo

バオアン語　モングォル語

　　　　　　　Gad多a一

gudai

godaa；r

gudae

シラ・ユグル語

gudse

gurdaig　gurdaaG　gurdseg

gudaub　gudae　gtt　dsy：n

　次の例で語頭子音の引音化が起きているのは，ドゥンシャン語だけである。

kejiye　giedae　ket¢i　kodae：　kedse：
　何時

　ドゥンシャン語以外の3つの言語では，語頭音節の＊eが語頭子音の軟音化を

妨げていると見られる。①のMo，　kedU（n）（いくつ）の例も同様である。
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（3）　一’g一

モンゴル文語　　　　　ドゥンシャン語　　バオアン語　　　モングォル語　　　シラ・ユグル語

qa7al一　GaKalu一　GaGal一　xaGala一　xaGa一
　割る

qurul一　Gulfula一　GeGel一　xvGvle一　huqul一
　折る

kirra一　Guaga一　一　tfiirGa一　xerGa一
　（毛を〉刈る

ki17asun　GaKasuD　一　一　xalGasen　硬毛

k6nggen　gobgien　kebkaD　kongon　ke’Dgen
　軽い

kenggergen　一　kebgereg　k3ng3rg3　gureOa
　太鼓

　モングォル語とシラ・ユグル語では語頭子音の軟音化が起きていないが，第

．二音節の頭音に鼻音hgが先行する場合は，バオァン語でも軟二化が生じていな

い。①のMo，　kUndU（重い）は，語頭音節の二三がhであ．るが，そこでも同じ

ようにドゥンシャン語以外の言語では語頭子音の軟音化が妨げられている。

　次の単語は，ドゥンシャン語でも語頭子音が三音化していない。

k廿rge一
届ける

quKo一 kurge一　kurGa一　kttrge一

　形態的に考える場合，この単語の第二音節の頭の’gは語幹部に含まれない。．

すなわち，この単語の語幹は単音節で，一’g　一は接辞の一部分である。語頭子

音の三音化に接辞が作用しないのは，オルドス方言を除くモンゴル語方言に見

られる特徴であるが，ここでも観察される。

　モングォル語にgargab＜M．Q．　qorγun，《碗拒》という，語頭子音の軟音化した

例がある。しかし，Mo，oは，モングォル語では，xune（Mo，　qonin，羊），xulo（Mo，

qola，遠い），　G　u：r（Mo，qoyar，二）のように一u一に対応するのが普通である。

　＠　一＊r一，　一Sl　一，　一h一，　一hi一，　一ts一

　これらの子音が第二音節の頭に現れた場合，語頭子音の軟音化が起きるのは

やはりドゥンシャン語とバオアン語だけである。しかし，この2つの言語にお

いても，語頭子音の軟音化は，．語頭音節の母音がも，㌔と“iの場合に限って生

じている。
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語頭音節の母音が＊oの場合

モンゴル文語

qoruqal
　虫

qoni　（n）

　羊

qormai
　裾

qonu一
　泊る

qola
　遠い

ドゥンシャン語　　　　　バオアン語

Gugi一一GubGei　GerGei

Goni

Gomei

Gono一

Golo

Gen1

　　（3）

Golo

　次の例は，第二音節の頭音がモンゴル文語ではγであるにもかかわらず，一　’1

一が語頭子音の息音化に作用したと判断される。

　　qo　ot　ulai　Golei　Geli
　　　喉

　　qo7ula（n）　Golei　Xele　　　食事

　語頭子音に一’9一が作用したと思われる例（1．1．1③）には，一’g　一の異音

が保存されているのに対して，この2つの例にはそうした痕跡が見られない。

したがって，これはモンゴル語族諸言語の語頭子音の軟音化の発生した時代を

モンゴル語族諸言語の長母音化の問題と関連づけて考える上で重要であると思

う。つまり，この2つの例におけるモンゴル文語形の第二音節の頭のγは，次の

バオァン語の例にも見られる．ように，前後の母音とともに長母音化しているの

が一般的である。それで，語頭子音の軟音化に文語形の第三音節の頭音‘1が作

用したとすれば，語頭子音の軟音化が起きた当時は，第二音節の頭音γはもうす

でになくなり，第三音節が第二音節に変っていたはずである。これは次に掲げ

る例からもわかるであろう。

モンゴル文語

arula　（n）

　山

ba7asu　（n）
　大便

to7uri一
　回る

ドゥンシャン語

ula

bαsuり

tori一

語ンアオ“、ノ

1．
　
9U

ba：seD

te：re一
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語頭音節の母音が㌔の場合

モンゴル文語

qura
雨

quru7u　（n）
指

qula7ai
盗賊

qulusu　（n）
竹

qubiya一
分ける

ドゥンシャン語

Gura

Guru

バオアン語

Gura

Gure

GubGei－vGusi　Ge1Gei

Gulasub

6Uちa一

Gelseo

Gua一

　ここで，最後の例の第二音節の頭音Mo，一b一に対するドゥンシャン語とバオア

ン語の対応形に注目されたい。Mo，一b一は，ドゥンシャン語では次の例に見られ

るようlc－w一の対応形を持つ。

　　モンゴル文語

　　kebeg
　　ふすま

　　k　｛　1ka　r　　‘L　　■　　　‘　　v　　u　　塁

　　容易な

　　qabud一
　　膨れる

しかし，

ドゥンシャン語

kewe

G　e　i　W”　e　一一．　G　一di　一W一　a

qawita一

　　　　　ドゥンシャン語のGulia一（分ける）の一K一は，むしろ次の単語にお

ける一急一の対応形に一致している。

　　　qa7al一　GaBalu一　qurul　Gu5ula一
　　　　割る　　　　　　　　　　　　　　　　折る

　これは，問題の単語の第二音節の頭音は，ドゥンシャン語に語頭子音の軟音化

が起きたその時点では一bではなく，一’g　一の異音であったことを裏付けるもの

だと思う。こういう対応形は，モンゴル語族のダグール語にもMo．　ebtil，　Da．　u7ul

（冬）のように観察される。一方，それに対するバオアン語の対応形も一Gで

あることがモングォル語のxuGua一（分ける）と比較してもわかると思う。バオ

アン語では，．この単語は語頭音節の脱落によりGua一だけが残っている。それに，

Mo，ugiya一（洗う）がバオアン語ではGua一であることも注目に価する。即ち
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　　Mo．　qubiya一（分ける），Bau，　Gua一くlk　ugiya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　ロ　　Mo．ugiya一（洗　う），Bau，　Gua一くuglya

　語頭音節の母音が掌iの場合

　　モンゴル文語　　　ドゥンシャン語　　　　　バオアン語　　モングォル語

　　kimUSUn　　GWrnUSUり　　　　Gemθb　　t¢imSθ
　　　爪

　　kiluyi－　　　　　　　　　　　 Gali；一
　　　斜めに見る

　　kilbar　　G∂iwa～Gurwa　　　　　　　　t¢irwa1
　　　容易な

　上記の例において諸言語の語頭音節の母音が’iであることは，．Mo，ki一にドゥ

．ンシャン語ではGUI一，モングォル語ではt6　i一が対応することからも明らかで

あろう。一方，母音もと㌔に対するドゥンシャン語とモングォル語の対応形は

次の通りである。

　　モンゴル文語　　　ドゥンシャン語　モングォル語

　　qoni　（n）　　　Goni　　　　　xun5

　　　羊

　　qormal　　Gom∂1　　xurmi：
　　　裾

　　qura　　　　　Gura　　　　xura：
　　　雨

　　qUIUSUω　 GUIaSUD　XUIUS9
　　　竹

　次の例は，．母音で終わる単音節語であるにもかかわらず，語頭子音の軟音化

が起きているが，これについては，現時点では何とも言えない。

　　モンゴル文語　　ドゥンシャン語バオアン語　　モングォル語　　シラ・ユグル語

　　ki－　　　　　　gi∂一　　　　　　　　　　　　　go－　　　　　　ge一～ki：一

　　　する

　1．1．2　第二音節の頭の「二次的軟音」による同化

　第二音節の頭の「二次的軟音」による同化と判断される語頭子音の軟音化は，

ドゥンシャン語とモングォル語に若干の例が観察されるものの，モンゴル語族

諸言語における語頭子音の息音化の問題を検討する上では見逃すことのできな

い現象であり，孤立諸言語の語頭子音の軟音化の発展において特殊な位置を占
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めるではないかと思う。

　第二音節の頭の「二次的軟音」による同化の問題を取り上げるには，まず同

化に作用したと判断される第二音節の「二次的軟音」の発展，すなわち，第二

音節の頭の硬音が軟音化した段階から考察を始める必要がある。周知の通り，

孤立諸言語では，語頭子音の軟音化が認められると同時に第二音節の頭音の軟

音化も認められる。第二音節の頭音の軟音化は，語頭音が硬音である場合に，よ

り規則的に起きている。けれども，モングォル語ではほぼ無条件に軟音化が起

きている。但し，語頭音が母音と鼻音である場合は事情が異なる。第二音節の

頭音の軟音化と言っても，一s一は軟音化する例が少なく，モングォル語のxu

dae（Mo．　qosiγu，鼻先）が見られるぐらいである。これは，後述するモンゴル語方

言でもs一は別音化に消極的であることによく似ている。事情はやや複雑である

が，孤立諸言語における第二音節の頭音の軟音化をだいたい次のようにまとめ

ることができる。

　a．語頭音が古い母音の場合

　モングォル語を除く諸言語では基本的に三音化が起きていない。バオアン語

では，語頭の‘iの脱落により三音化が起きているようだが，ドヴンシャン語で

は語頭音が’aの場合を中心に軟音化が起きている。逆に，モングォル語では，

第二音節の頭音に長母音と鼻音が先行することにより，また，母音添加により

問題の位置の軟音化が妨げられている。

モンゴル文語

1cegur1
恥

amtatu
おいしい

aqa
兄

aski一
打つ

a6i
孫

angcln
猟人

ドゥンシャン語

5idモe一

andatu

aBa

aKui一

b．語頭音が鼻音thとhの場合

バオアン語　　モングォル語

SdreGer　6dae；一

amutadi

aGa

a；樋｝o

aり¢3

ここではモングォル語でも軟音化しない傾向がある。それゆえ，軟音化する
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f列が逆に少なく，次の例が見られるだけである。5da：一（Mo．　marta　一，忘れる），

madu（Mo．　mettt，ような），　noGdo：（Mo．　noγtu，馬の端綱）。軟音化する例はほ

かにドゥンシャン語にmaGa（MQ．miqan，肉）があるのみで，シラ・ユグル語に

は例が見られない。

　語頭子音が＊d，’9，“1の場合でも第二音節の頭音の軟同化する例が観察され

るが，基本的に，バオアン語とシラ・ユグル語では軟音化する傾向がみられな

い。しかし，’i一の場合，シラ・ユグル語では（加：n銘∂一（Mo．　jan6i一，打つ），dSaGa

（Mo．　jaqa，えり），（tSOGe一（Mo．　joki一，合致する）という軟音化の例がある。

　c．語頭音が忍音の場合

　説明の都合により，語頭の硬音を次の順序で並べることにする。

　①零k一

　ドゥンシャン語では，第二音節の頭音の‘tに鼻音一h一が先行する場合と第二

音節の頭の心音が二重母音に先行される場合，バオアン語でも後者の場合は問

題の位置の凶音化が妨げられている。ところが，．バオアン語とシラ・ユグル語

では，第二音節の頭音に鼻音が先行する場合，むしろ軟音化が起きているのは

興味深いことである。一方，モングォル語では『土族語詞彙』に見られる例外

も『前官心計志』では直音化が確認されているため，例外なく民音化している

と言えるだろう（4）。

モンゴル文語

qamtu
　一緒に

qancul
　袖

qongqu
鈴

kerei一
切る

qaylcl
鋏

k且iten
寒い

kitu7a
　刀

＠＊s一

ここでは，

ドゥンシャン語　　バオアン語　　モングォル語　　シラ・ユグル語

hantu　hamde　xamde　xarnde
Gandモub

GuOGub

kidri一

qaiusi

handau

X）i：t¢i

kuit¢ien　kitab

qudoKo doGe

xamdao Xan（熔un

xoDGur　xobGo
kθrdそθ一

xaiicize　xai　tS　e

kuiden　kyten

t6idoGu　qutaGa

　　　　　　ドrtlンシャン語とモングォル語は規則的に軟劇化しているが，バ

オアン語とシラ・ユグル語の事情はやや複雑である。
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sakal
　髭

saki一
　守る

SO7tU一
　酔う

soqur
　盲の

sUke
　斧

Slqa一
　搾る

③象h一
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ドゥンシヤン語

saKap

saKi一

sodo一

suKo

suglo

Si5a一

何らかの形で象h一が保存され，

きている場合が多い。

モンゴル文語

erte
　早い

　　　　
　恥じる

oqUr
　短い

urtu
　長い

Uk．er
　牛

臼kti一
　死ぬ

④．．’t一，㌔一．

ドゥンシャン語

et6ie

si磯∂一

oqo

fudu

fugie

fug．u一
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バオアン語　モングォル語　シラ・ユグル語

saXal　sGal　saGal
sa；Ga一

seXta一

seXer

Sge

9iXa一

sge一 Sa　　Gθ一

soGdo：一　sogto一

SGvr

sugo

＄Ga：一

soGor

suke

Seqa一

またその影響で第二音節の語頭の軟音化が起

バオアン語　モングォル語　　シラ・ユグル語

erte　S．de　herte
Sd£e一

Ger

Sder

eker

hgu一

¢dみe；一

xvGur

Sdu

fugor

fugu一

h　ts　e一

hGor

hurtu

hgor

hku一

　ここでもドゥンシャン語とモングォル語では規則的に軟音化が起きているの

に対して，バオァン語とシラ・ユ．グル語ではそれがほとんど見られない。

モンゴル文語

’t　emteri一
　手探りする

tobei
　ボタン

takiyan
　鶏

toqu－
　G誤を）付ける

6abei一　’
　切る

ドゥンシャン語　　　バオアン語．モングォル語

t¢ient6ielu一　temde1一　temdsls．一

ted毛i

tulGa

toBu一

壌idri一

deb　t¢　i

teXa

teXe一

tebd｝s

to6au

tUGU一

シラ・ユグル語

tobtse

dagqa

toGe一

ctab　t¢　i一　t¢　cebcla　o‘　d3　ab　ts　e一
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　eiki　（n）　rsiSeb　tSiXab　roigs　tSken
　耳

　ここで注目されるのは，孤立諸言語は第二音節の頭音の軟二化が起きている

のと，起きていないのとで2つのグループに明瞭に分かれていることである。

　d。語頭音が串bの場合

　孤立諸言語において，語頭の㌔が第二音節の頭の硬音に逆行同化され，P一に

なるが，P一ではじまる単語における第二音節頭音の三音化の問題は事実上。

（語頭音が三音の場合）に含まれる。無論，P一になっていない例もあるが，こ

こにも上記の通り孤立諸言語は同じ2つのグループにはっきり分かれている。

モンゴル文語

barta一
納まる

batu
間い

bibi一
書く

bu6a置一
沸く

burear
豆

burqan
仏

blitiln
完全：な

ドゥンシヤン語

puda－

pudu

pidai－

pudealu－

pudモa

pudu一

バオアン語

bate

petgi一

pe　t¢　aG

puteb

モングtル語

paGda－

pade

pud誤i一

pudraG

　シラ・ユ．グル語

bagta－

bat

Pe電Se－

htse1一

pert6aG

purGa：n　perqan

p　tt　ten

　ここで見られる語頭子音の硬音化（P〈㌔）に第二音節の頭の硬音が作用し

たとすれば，ドゥンシャン語とモングォル語に見られる第二音節の頭音の軟音

化は，明らかに語頭子音の硬音化より後に起きたことになる。次の例も上記の

ような発展段階を経たと思われる。

モンゴル文語

dotura
7aqai
γarCU－
gieige
rarcarar
ruursu
7uein
dabqur
duta7u
debt　ti　ge－

dutara－
d66i（n）

中

戸

出て

雌犬

単独で

パイプ

ミート

2重の

不十分の

浸す

逃走する

四十

ドゥンシャン語バオアン語

sudoro

qtuGei　Gai
q　ua　ct　i－

kiclteu

teda：一

モングtル語　　シラ・ユグル語

tudor
xGai

Xα（拡認Ga＝r

xu：rdas
xu：ckin
taGur
tsdau
tede：一

tuda：一

t∂d垣n
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　ここで，孤立諸言語における第二音節の頭音の軟音化に見られる事情をまと

めると次の表のようになるが，＋は，軟音化が基本的に起きていること，そし

て，一は基本的に起きていないこと，また，；と±はそれぞれ起きている場合

があることと，起きていない場合があることを意味する。

　　　　　　　　　孤立諸言語第二音節頭音軟音化一覧表

語　　頭　　音 ドゥンシャン バオア　ン モングォル シラ・ユグル

古　母　音 芋 一 十 一

鼻　　　音 『 『 一 『

硬音宰k一

@　　も一

@　　串h一

@　　寧t一

@　　宅一

±
十
±
十
十

芋
宇
芋
『
一

十
十
十
十
十

芋
平
等
一
一

上音　P一く㌔

@　　k一くセ

@　　t一く・d

十
十
十

一
一
一

十
十
十

一
｝
一

　以上，孤立諸言語における第二音節の頭の「二次的三音」の発展を検討して

みた結果，語頭音が三音である場合，ドゥンシャン語とモングォル語では，第

二音節の頭音がほぼ規則的に同音化していることがわかった。したがって，問

題の第二音節の頭の「二次的軟音」による語頭子音の軟音化もこの2つの言語

において観察されるのが自然であろう。

　では，次に第二音節の頭の「二次的軟音」による語頭子音の軟音化と見られ

る例を見ることにしたい。

モンゴル文語

qaneui
qongqu
k6k丘一
k6kil　（n）

qu6a
qadqu－
qudqu－
tusqa－
ei6i一

三

王

乳を吸う

乳房

種羊

刺す

混ぜる

当てる

刺す

ドゥンシャン語バオアン語

Ganckub
GubGuD
gQ90m
gO90
　くうカ

Gudそa

dosKQ一

モングtル語　　シラ。ユグル語

GaSGU－
GUSGU一

屯田¢（垣。一
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　上記の例では，第二音節の頭の「二次的直音」による語頭子音の軟音化はド

ゥンシャン語とモングォル語とともに語頭子音が“k一の場合を中心に起きてい

るが，Dictionnaire　Monguor－Franqaisでは，モングォル語でこういう音変

化を蒙ったと考えられる単語は’t一と“c一ではじまる語にも次の例が見られる。

　Mo．

tar6ila－
tusqu

teneire－
babbi－
tob己i

Monguor　一
Dar6iila－
DusGu

DianDsrie－
b2iaBSbii－
DieSb2i

　Frangais
’g　rimper　（plantes）”

”coupe　qif　on　presente　aux

invites　a　un　festin　nuptial”
咀avoir　le　ver皇ige露

’hacher，　couper，　clignoter　（yeux）”

薦bouton”

　このような例はシラ・ユグル語にも9e；9ere一（Mo．　kekere一，おくびする），

gu（靭r（Mo。　ktt6ir，難しい）の2つの単語が見られるが，これを第二音節の頭め

「二次的軟音」による同化と見るには問題がある。まず，上述の通り，シラ・

ユグル語では，語頭音が＊kの場合，第二音節の磧の硬音に鼻音が先行する時を

除いて，第二音節の頭音は軟音化しないのが一般的である。次に，シラ・ユグル語

では後述するように第二音節の頭の硬音による語頭子音の軟音化が起きている。

　1．2　第二音節の頭の硬音による異化

　三音ではじまる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が後続する場合，ドゥン

シャン語とモングォル語では第二音節の頭音が軟音化しているのに対して，バ

オアン語とシラ・ユグル語では，語頭子音が二三化している。後者は規則的と

までは言えないが，同一条件における音変化が前者の2つの言語とは異なり，

むしろ，モンゴル語方言のそれに一致していることが注目される。

モンゴル文語

qata
　乾く

qatun
　妃

qabta7ai
　平たい

qaltar
　斑の

kebte一
　臥す

バオアン語 シラ・ユグル語

Gata一

Gaten

チャハル方言

9atムー

gatab

GabtaGai　gajBtge：

Galtar

gebte一

ga　1・　t．ar

geBt5一
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qosi7u　｛n）

唇

tasul一
絶つ

taki一
祭る

takiya　（n）

鶏

tobei
　ボタン

tebきi
　皿1

tUbsin
　平らな

6asu　〈n）

　雪

6abei一
　切る

Ge¢eb

dasal一

deb　tS　i

deb6i

deb6ab

血αsθり

daabt¢i一

dasb　1・一

dake一

dagqa

dogSyn

dsabtSe一

gofo：

dasal一

dEx5一

dixa：

doβtsう

deBr5

do　／3　J’　i　D

dsasa

dsiBtS5一

！55

　シラ・ユグル語では，語頭子音の軟音化は語頭音節の母音がaの場合を主と

して起きているようであるが，バオアン語ではそれが言えない。

2．モンゴル語方言における語頭子音の軟音化

　モンゴル語方言における語頭子音の軟音化は，第二音節の頭の硬音による異

化現象である。硬音ではじまる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が続く時，

語頭子音の軟音化が起きるが，語頭音節の末音が鼻音，或いは，二重母音と長

母音化である場合は軟音化が妨げられる。モンゴル語方言の語頭子音の軟音化

は，孤立諸言語の場合より一層規則的であると言えるが，与えられた資料を見

る限り，上述の条件において摩擦音s一の寸断化の状況がやや異なることを除

けば，同一の条件で語頭子音が軟音化するという点では，方言の差はほとんど

認められない。したがって，ここでは，モンゴル語方言における語頭子音の軟

音化の問題点を中心に検討していくことにする。

　モンゴル語方言の語頭子音の軟音化は，第二音節の頭の硬音による異化であ
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ると言っても，第二音節の頭の三音が語幹部に含まれる場合に限る。しかし，

オルドス方言ではG61ti＜Mo，　k61－tei（足のある），　GgBfSi〈Mo，qob－6i（中傷

人）のように，第二音節の硬音が接辞の一部である場合も語頭子音の軟音化が

起きている。

　2．1　複音愚論

　2．1．1　破裂音t一，k一と破擦音。一

モンゴル文語

tata一　　 弓1く

talqa　粉
tOSU（n｝　　7山

tob6i　　ボタン

qataγu　硬し、

k6ke　　肖い

k6gsin　年取った
qu6a　　　　　左佳・羊

6iki〔n》　　耳

6asu（n）　雪

オルドス方言

Ddt‘a－

DalXa
DOSO
D　O　B‘　ts’‘　i

gdifり

G6’匡x6

G6§‘父6n

Gり’rぎ　a

蛇i［xe

配aSU

チャハル方言

datゐ一

dalxa
dos5
doSts5

gata：

goxo
goxtib
go　ts改

dsixb

dsasa

ダリガンが方言

Dafa－
DalX
DOS

gaf　tJ

GbX
G6　）C　gin

Gずts

屹ix

nzas

一方，次の例のような場合は語頭子音の軟音化は起きない。

t　a　r　aγ　　　　ヨーーグノレト

qan6ui袖
qoyitu　北の

6am6a　　シャツ

farα其

Xantぽり。

）c6QDゲ

億4rntぽa

tarag
xan　ts1：

xoe：t

ts　1　rn　ts　a

farag
Xantぎi．

Xb　ct　t

ts　d　ni　ts

　　　　　　　　　　　　　　2．1．2　摩擦音s一とs－

　s一の場合，語頭子音の軟音化がはっきり認められるのは，ダリガンガ（ア

スガトソム）方言，ウジムチン（西）方言だけである。

モンゴル文語　　　　オルドス方言　　ウジムチン方言　　ダリガンが方言

saqa1　　　ひげ　saXり81　　　　zaXal　　　　nzaXal

saki一　　 守る　stt　Xi－　　　 zaXi－　　　rzaXi一
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　sedki1　，｛）i　se　De　：）c　i1　zeu　DXg1　［xze　fG　il

　s弧ke　斧sUfう（e　zOX　 ㎎血Xe
　しかし，R6na－Tasは，　s一の軟音化がオルドス方言にも見られることを次の

ように指摘している（6＞。

　Mostaert　writes　in　his　Phonology　that　the　initial　s－becomes　sporadicaly

az　一　or　z一　in　the　words　of　weakening　categories．　The　Dt’ctionnaire　does　not

mark　these　cases　，therefore　they　escaped　the　attention　of　Mongolists．

　そうして，オルドス方言の例を2つ挙げている。

　　　　　　nivXa　（LM　suqai）’　tamaris’
　　　　　　　za1｝cfiin　（LM　salkin）’　wind’

　したがって，オルドス方言の語頭sの軟音化には破擦音【zも，摩擦音zもあ

ったであろう。それをモスタールトが辞書に書き入れなかったのは，当時のオ

ルドス方言でも揺れがあったからかも知れない。ちょうどこれを裏付けるよう

に，チャハル方言の資料からも次のような報告が出されている（7）。

　　チャハル方言では地域により，Sの後にt，S，X等の子音が現れる時，　Sは

　破擦音rzとして発音される。年寄の場合は特にそうであるが，現在の若者の

　ことばからは消えつつある。f列えぱ

rzetlsx　　（裂いて）穴をあける　　ca・os　胆汁

rzεKA1　　戒律　　　　　rzox　斧
rzetg51　　心＼気持

　語頭子音§の場合は，ダリガンガ（アスガトソム）とウジムチン（西）方言

の外，チャハル方言でも語頭子音の三音化が規則的に生じている。しかし，そ

れがウジムチン方言とチャハル方言では硬口蓋摩擦音jになっているのに対し

て，ダリガンが方言では硬口蓋歯茎破擦音叱になっている。

　　モンゴル文語　　ウジムチン方言　　チャハル方言　　　ダリガンが方言

　　Satu　一　jata，　（j）lta　didt
　　　はしご

　　sita一　i“t一　（j）lta一　niafa一
　　　焼く

　　siqa一　jaX一　（j）lxa一　diaXa一
　　　搾る
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jew忌iG （j）　i　BS　i　g

　上述の通り，モンゴル語方言の語頭子音の軟音化はかなり規則的に起きてい

るようであるが，各方言の事情を徹底的に調査することは困難であるため，こ

こではチャハル方言に絞ってみた結果現れた例外を掲げることにする。

①モンゴル文語形の第二音節の頭音が硬音でないにもかかわらず，．語頭子音

の軟音叉が起きている例。

モンゴル文語

taraqai
tariki

qoruqal
qalaqai

t茸lekei

チャハル方言

darxε1　　　分散的

dεrx5　　　　脳

90rxoe；　　　虫

9alxε：　　　熱（アツー）

dulxe；　　熱（アツー）

　前の3つの例はともに，第二音節の頭音がふるえ音rであることが注目され

る。後の2つの例は，日本語の「アツー」のように，手など体の一部を焼いた

瞬間に声を上げて言うことばである。いずれも第二音節の短母音が消失したこ

とで語頭音節が閉音節となり，それにより語頭子音の軟音化が生じたと思われ

るが，特に後者の例の場合は，その使い方からみて他の同じ条件の単語よりい

ち早く語頭音節が閉音節化した可能性があると思われる。

　②モンゴル文語形の第二音節の頭音が硬音であるにもかかわらず，語頭子音

の軟上智が起きていない例。

モンゴル文語

qorctn
ホルチン

qutu7tu
活仏

sastir
史籍

蓉Ulk茸ge
一種の伝染病

チャハル方言

xortsiり

xotagt

∫astムr

tulxe：
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　これらの単語が日常生活に用いられる基本語彙ではないことは言うまでもな

い。しかし，なぜ語頭子音が軟音化しなかったかを言うのは難しいが，Mo，

qor6inについては，チャハルでは一般にホルチンとハラチン（Mo，qar6in．カラチ

ン）を区別せずにgartsiDと言っていたので，「ホルチン」というのはこの方言

ではあまりなじみのない名称だと言えるであろう。

　2．2　単音節語

　ここで語頭子音の軟音化が認められるのは，一sを音節末にする単音節語だ

けである。周知の通り，一sは，モンゴル文語の音節末子音では唯一の硬音で

ある。したがって，モンゴル文語では単音節語であっても，方言により，また

は場合により，実際に発音される時一sに母音が伴う発音となって，一sは事

実上，第二音節の頭の三音として語頭子音の軟音化に作用している可能性もあ

るではないかと思う。

モンゴル文語

qas
ひすい，まんじ

qolls
一対（の）

qos
腸

tos一
迎える

tus一
当る

tes一
耐える

オルドス方言　　チャハル方言ウジムチン方言　　ダリガンが方言

　　　　　gas．　xas　Gas．　Xas　qas

GogL　Xos　gos．　xDs　Gos．　XGs

GQ已i

DOS一

Dりsm

Des一

2．3　語頭音s～6の交替形

ges

dos6一

dasムー

desO一　Dgs一

Gos

　s一～6一の交替形には，モンゴル文語における交替形があると同時に方言

により異なる語頭形を持つ例がある。

　2，3，1モンゴル文語ではs一～6一の交替形を持っているにもかかわら

ず，諸方言では　6（＞tz，　rz）に統一している単語。

モンゴル文語

iaeu一｝

cacu一
撒く

噌aγu｝
clcau
同じ年の

オルドス方言

di　acts‘　V　一

虎it忌り

チャハル方言　ウジムチン方言

ds　i　ts　b一　di　dts”a一

dsltsa：
ds　a　ts　to　：

ダリガンが方言

rza・tga一
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　　ll：：二｝薦卜　・…ts・一齢・一

　　　驚く

　上記諸方言のこれらの単語における語頭子音の前段階はs一ではなく，6一

であったことは確かであろう。それは，これらの諸方言におけるs一の軟音化の

形はrz・一かz一で，一律歯音であること。そして，それに対する6一の軟音化

の形はダリガンガが方言を除いて，すべてdiという硬口蓋歯茎音であることが

挙げられる。それに，ダリガンが方言でも一i一の前の己一の場合は，nki）（（Mo．

eikin，耳），虚iG断（Mo，6ig6i，小指）のようにm一ではなく，　tz　一である。し

たがって，上の列のsa6aγu～6i6auのダリガンが方言の対応形がこの問題を解

くかぎになりうると思うが，本稿で主として利用された“A　Dariganga

Vocabulary“にはこの単語は掲載されていない。しかし，他の資料によりこの

単語の語頭形がrzではなく，虎であることが確認できた（8）。

　3．3．2　方言により異なる語頭形を持つ例。

モンゴル文語　　　　オルドス方言　　チャハル方言　　ウジムチン方言　　ダリガンが方言

！．1：li　）　Si’ixer　（j）ixer　tzi？Cir　tzi）Cer

糖

：：謡）SUn｝虎…　1認）・θ・

腰・卜

　Mo．　sikir（糖）は，ヨーロッパ諸言語のこの意味に該当する単語，例えば，

英，sugar，露，　caxapとともにサンスクリット語のbarkaraにさかのぼるが，

モンゴル語の場合は，ウイグル語のSakar＜MIr（Middle　Iranian），§akarから

きていると思う。しかし，この単語はモンゴル語の諸方言において9一系と6一系

の二通りの語頭形を持っていることが知られている。上に挙げられた各方言を，

それぞれの方言における語頭の面面化の形から判断して，オルドス方言（軟音化

していない）とチャハル方言は§一系に属するもので，ウジムチン方言とダリガ

ンが方言は6一系に属するものであると言うことができる。ハルハ方言も後者で

あるが，これをウラヂーミルツォフは，借用語において，Mo．9一はハルハ方言で

はしばしば憾になると言っている。

　Mo．　s61sttn～66sU（胆汁）もモンゴル語族諸言語や諸方言においてs一系と
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ひ系に分かれていることが知られている。

　s一系言語（方言）

バオアン語，selsuD

シラ・ユグル語，sσson

チャハル方言，SOS

　6一系言語（方言）

ダグール語，　tSults

オイラト方言，tsσS∂n

ハルハ方言，tsθs

　チャハル方言と同じように，ウジムチン方言もs一系であることが容易に分る

が，残るのはオルドス方言の問題である。しかし，その三音化の形から，オル

ドス方言のこの単語における語頭音の前段階はsではなく，e一であったことが

はっきりしている。したがって，オルドス方言はこの場合ひ系言語（方言）に

属するのである。

　3．3．3方言により6一系の一つの単語に統一しているか，あるいはs一系と6

r系の2つの単語に分かれている例。

モンゴル文語　　　オルドス方言　　チャハル方言　ダリガンが方言　ハルハ方言

Z．　，e　，｝　g：　＆．1：．1．”　dS31　1glg）　metgen　tsetsen

賢明な

ねらいの正しい

　この例はチャハル方言の話手には同一の単語として意識されず，前者（s一系）

は「賢明な」の意味で，後者（6一系）は「ねらいの正しい」の意昧であり，ま

ったく別の二つの単語として理解されている。ダリガンが方言に見られる語頭

子音の二三化の形からは，それがその方言においてs一であったか，それとも己一

であったかは判断できないが，ハルハ方言の形も考えあわせるとひであっ公算

が大きい。しかし，中世モンゴル語の資料では次の例のように，この単語の語

頭形はsイ，しかも，《聡明》の意味でかなり安定して使われていたことがその

文脈からわかる。ここに簡単に例を挙げることにしたV㌔

　r蒙古秘史」　　　　　　『華　夷　訳　語」

　酵禅額客　　　　　醇禅別児猛中合黒巴牙孫

　　　　　　　　　醇揮中合窄客延捏舌列亦暢周兀

　無論，オルドス方言の疵i樹nとチャハル方言のおitsinはe一系の軟音化に

よる形であることは明かである。
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　3．モンゴル語族諸言語における語頭子音の軟論化の史的発展

　以上，モンゴル語族諸言語の語頭子音の軟音化に関して4つのパタンがある

ことに気づいた。これらの音変化のパタンは，それぞれの特徴により，モンゴル語

族諸言語の語頭子音の軟音化の発展を論ずる上で重要な意味を持つであろう。

　次に，これまで分析してきた4つのパタンをまとめてみることにしよう。

　A　第二音節の頭の「一次的軟音」による語頭子音の軟音画

　息音ではじまる語頭音節に古い（一次的）軟音ではじまる第二音節が後続す

る場合，語頭の心音が軟音化する。

モンゴル文語

qada一
打ちつける

qadam
怯即瀞の）実家

B

ドゥンシャン語　バオアン語　　モングォル語　　シラ・ユグル語

Gada一　Gada一　Gada一　Gada一

GaduD Gadem Gadem Gadam

　　　第二音節の頭音の三音化

　心音ではじまる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が後続する場合，第二音

節の頭の硬音が心音化する。

　　　　　　モンゴル文語　　ドゥンシャン語　モングォル語

　　　　　　tob6i　　　　t∂d尾i　　　　　tebd異θ

　　　　　　ボタン

　　　　　　6abei一　usicti一　t6　cebdao一

　　　　　　切る

　　C　第二音節の頭の硬音による語頭子音の一音化

　硬直ではじまる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が後続する場合，語頭の

三音が老誇化する。

モンゴル文語

qata一
　乾く

tasul一
　断つ

バオアン語　　シラ・ユグル語　　チャハル方言

　　　　　　Gata一　gata一

dasal一　das61一 dasal一

D　第二音節の頭の「二次的軟音」による語頭子音の軟音盤
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　三音ではじまる語頭音節に音変化による（二次的）三音ではじまる第二音節

が後続する場合，語頭の二三が三音化する。

　　　　　　　モンゴル文語　　ドゥンシャン語　モングォル語

　　　　　　　k6kU一　gogo
　　　　　　　　乳を吸う

　　　　　　　　ei6i一　ciz　ce　6dae一
　　　　　　　　刺す

　AとDのパタンは，第二音節の頭の軟音による語頭子音の軟音化である。し

かし，モンゴル語方言における語頭子音の軟音化には第二音節の頭の軟音によ

る同化作用は認められない。したがって，AとDにおいては，孤立諸言語とモ

ンゴル語方言の双方に語頭子音軟音化の発展の並行性，或は，言語接触による

影響はないということができる。

　Aでは，語頭の’kに’d，’iiで始まる第二音節が続く場合（1，1，1）孤立諸

言語に発展の並行性が見られる。それを，孤立諸言語の共同体が分化する以前に

起きたと位置付けることが可能である。これにより，Aのパタンを孤立諸言語

における語頭子音の軟二化の発展の前段階であると位置付けることもできると

思う。Aのパタンの中でも最初の段階では諸言語に発展の並行性が見られた

（1，1，1①～②）が，後に（1，1，1③～④）同じ条件で語頭子音の軟二化

が起きるか，起きないかで孤立諸言語はドゥンシャン語とバオアン語，そして，

モングォル語とシラ・ユグル語の2つのグループに分れた。しかし，BとCで

は変って，ドゥンシャン語とモングォル語，そして，バオアン語とシラ・ユグ

ル語というふうに，同一グループ内の2つの言語は共通の音変化を蒙るように

なっている（1，1，2と1，2）。そして，Bにおける2つの言語（ドゥンシャ

ン語とモングォル語）は，Dの段階でも共通の特徴を持つ同一グループとして

発展している（1，1，2）。

　Dは必ずBの段階を経過したと考えるところがら，DはBの新たな発展段階

を反映するものだと見ることができる。そうするとBはDの前段階であったこ

とになる。そして，Dは，　Cとは発展の上で直接関係がないため，　Dの段階を

モンゴル語族諸言語の語頭子音軟二化の最も新しい発展段階であると位置付け

ることも可能であろう。

　したがって，BとCは，発展の中間段階になるが，そこで孤立諸言語はAの
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後段階（1，1，1③～④）から新たな発展段階を迎え，同一条件（硬音ではじ

まる語頭音節に硬音ではじまる第二音節が後続する場合）でB（ドゥンシャン

語とモングォル語）では，第二音節の頭の硬音が軟音化したのに対して，C（バ

オアン語とシラ・ユグル語）では，語頭の硬音が部分的に軟音化するという異

なる方向への異化作用が行なわれたようである。ここでBとCのどれが先に起

きたかという問題を追求するのはあまり意味のないことである。

　孤立諸言語においてはモンゴル語族諸言語の語頭子音の軟音化に関する4つ

のパタンが全部見られるが，モンゴル語方言ではそれがCのパタンしかないの

で，上述の4つのパタンの中で孤立諸言語とモンゴル語を包括しているのはC

のパタンのみである。したがって，孤立諸言語とモンゴル語方言における語頭

子音の軟音化において発展の並行性が認められるのはCのパタンだけである。

Cのパタンにおいても，モンゴル語方言の音変化は規則的であるのに対して，

孤立諸言語（ここではバオアン語とシラ・ユグル語）では音変化に厳しい規則

性が見られず，語頭子音の軟音化は部分的にしか起きていない。したがって，

孤立諸言語とモンゴル語方言における語頭子音の軟音化には部分的にしか発展

の並行性が認められない。

モンゴル語族諸言語語頭子音軟化発展段階

　　　　　　　モンゴル祖語

A

B

D

ドゥンシャン，バオアン，モングォル，シラ・ユグル モンゴル語

＼／ ＼／

ドゥンシャン，バオアン モングォル，シラ・ユグル語

＼／　　．ゑ　　　　　　　　＼ ／　　　　　　　　∀
ドゥンシヤン， モングォル　C　バォアン， シラ・ユグル，モンゴル語

＼／

ドゥンシャン，モングォル語
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　モンゴル語族諸言語語頭子音軟音化一覧表
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（空白は当該の条件に当てはまる単語が見つからなかったことを意味する）
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